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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回協議会を設立するに至った経緯等について説明いたします。
冒頭の岩渕総括課長からのあいさつと重複する内容となりますがご容赦願います。

平成27年９月の関東・東北豪雨災害では鬼怒川の堤防が決壊するなど、甚大な被害の発生しました。
このため、平成27年12月に社会資本整備審議会会長から国土交通大臣に対して「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について」が答申され、これを踏まえて、国土交通省では平成27年12月に、「水防災意識社会再構築ビジョン」を取りまとめました。

この「水防災意識社会 再構築ビジョン」では、全ての直轄河川とその沿川市町村において、平成32年度目途に「水防災意識社会」を再構築する取組を行うこととしており、これまではハード整備を中心とした対策でしたが、これからは、そういった施設では守り切れない大洪水が必ず発生するという前提にたって、施設の能力を上回る洪水が発生した場合においても逃げ遅れる人をなくす、経済被害を最小化するなど、減災の取り組みを社会全体で推進していくこととしました。

本県の北上川水系では平成25年9月洪水など近年でも大きな洪水が度々発生しており、国・県・市町村の防災関係機関の連携による危機管理対策に取り組むことが必要となっていました。
こうしたころから、昨年５月に、北上川上流洪水減災対策協議会を設立し、国が管理する北上川上流において概ね５年で実施する取組等について決定したところです。

県では、平成28年8月の台風第10号により、岩泉町の小本川が氾濫し甚大な被害が発生したことなどを踏まえ、県管理河川においても河川管理者及び市町村等の関係機関が連携・協力して減災の為の目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的かつ計画的に推進する必要があることから、本協議会にて意見を伺い、検討を進めていきたいと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大変細かい図面で申し訳ありませんが、馬淵川・米代川・新井田川圏域の河川の位置を表した図になります。
また、右に当該圏域にある県管理河川を記載しています。
岩手県全体で県管理河川は312河川ありますが、そのうち29河川が当該圏域に位置しています。
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